
元
代
鈎
法
の
得
失
ご
其
結
果

文
學
士
　
有
　
高

湿

　
　
　
　
闇

　
元
代
の
交
鋤
使
用
が
直
接
宋
制
を
模
倣
せ
し
に
値
す
し

て
金
に
學
べ
る
も
の
な
る
は
、
そ
の
名
越
の
同
じ
く
し
て

形
状
の
相
類
似
せ
る
こ
叉
難
漕
運
）
、
元
着
順
に

蒙
古
朝
の
太
宗
八
年
（
西
騰
二
，
＝
二
層
野
盗
ち
金
國
滅
亡
の
翌
々
年
）
に
始
壱
此
前

後
に
金
の
還
相
の
下
り
投
じ
て
蒙
古
創
業
の
功
臣
こ
な
り
．

し
も
の
少
な
か
ら
ざ
り
し
こ
ご
等
に
よ
り
て
明
か
な
る
が

同
じ
く
元
の
交
砂
こ
い
ふ
も
登
行
の
年
時
に
依
り
、
次
の

数
種
に
分
れ
幾
分
づ
、
形
弐
、
品
目
を
異
に
せ
り
G

．
一
、
太
宗
八
年
蜥
黒
熱
二

二
、
憲
宗
三
年
舳
講
解
二

三
、
世
暴
論
統
元
年
姻
鰭
炉
二

四
、
自
註
元
廿
四
亀
蝉
二

茂
畑
等
級
不
詳

嗣
上
　
　
　
　
　
　
二
丈
よ
り

中
梅
元
賓
交
妙
転
、
で

二
元
逸
行
賓
鋤
譲
笥

　
　
　
　
　
　
十
一
等

第
　
一
谷
　
　
叢
　
翫
　
　
允
代
難
渋
の
得
失
ε
共
踏
果

　
五
、
飢
渇
至
大
二
年
晒
購
魁
三
　
至
大
銀
妙
起
臥
骨
剴
翫
両

六
、
順
聖
正
＋
年
晒
脇
鯨
三
遷
印
造
魏
鞍
明

以
上
の
中
第
一
は
元
史
憲
二
太
宗
本
紀
及
び
同
書
憲
一
四

六
耶
律
楚
材
博
等
に
交
砂
印
造
の
事
の
み
を
記
し
、
第
二

は
同
書
巷
四
世
渡
本
紀
の
前
書
ご
影
壁
島
轟
憐
巴
9
①
蔓
版

｝
○
ξ
ま
《
9
団
臨
鍵
毛
三
一
餌
ヨ
。
｛
多
吾
≡
o
詳
マ
8
同
ご
に
略
述

せ
り
Q
第
三
以
下
の
分
は
元
史
巷
九
三
及
び
九
七
の
食
貨
．

志
妙
法
の
部
に
解
説
し
、
影
画
8
℃
。
δ
田
寄
潔
。
グ
＜
。
岬
・

H
昏
毛
嚢
Q
一
捻
●
及
び
9
げ
膏
陣
（
p
）
諺
「
6
三
σ
箆
6
℃
o
｛

ω
o
露
鼠
2
（
σ
）
℃
6
σ
q
o
｝
o
銭
”
（
。
）
回
9
切
ρ
2
冨
（
幽
）
等
の
記

鐘
ぎ
】
あ
…
ξ
中
に
大
要
を
牧
む
Q
い
轟
．
．
諺
．
夢
蕊
％

肇
　
馨
）
に
も
見
ゆ
る
を
以
て
今
贅
せ
す
。
省
至
元
砂

の
實
物
は
今
露
都
の
亜
細
亜
博
物
館
に
五
十
文
・
三
十
文

各
一
葉
を
存
し
、
羅
振
玉
氏
は
嗣
二
貫
の
銅
板
を
所
癒
せ

る
が
、
皆
狡
重
版
に
上
せ
て
同
氏
四
朝
鋤
幣
圏
録
に
登
載

せ
る
故
之
に
依
り
允
働
の
一
斑
を
見
る
を
得
べ
し
。

　
斯
く
の
突
く
蒙
古
朝
時
代
よ
り
、
國
號
を
定
め
し
三
元

第
三
號

九
三
　
（
四
八
○
）



第
　
　
巻
　
　
叢
　
設
　
　
元
代
紗
法
の
得
失
ε
共
結
果

八
年
を
維
更
に
滅
白
ま
で
前
後
百
籐
年
間
に
数
回
錦
砂
を

改
作
し
た
れ
ご
も
、
其
間
硬
貨
の
鋳
造
は
至
大
三
年
、
至

正
十
年
の
両
度
に
限
り
、
而
も
少
額
に
て
直
に
壌
止
し
、

專
ら
交
妙
を
以
て
國
家
厳
濟
を
庭
辮
す
る
方
策
を
貫
徹
せ

し
は
何
故
な
る
か
ご
い
ふ
に
凡
そ
次
の
理
由
に
依
り
し
も

の
、
如
し
」
一
、
蒙
古
人
の
面
起
が
既
に
廣
荘
だ
る
沙
漠

地
方
な
り
し
故
軍
資
政
費
の
搬
邊
に
硬
貨
は
不
便
な
り
〇

二
、
支
那
本
部
を
統
轄
せ
し
後
も
塞
の
内
外
の
交
渉
は
依

然
頻
繁
に
し
て
殊
に
租
税
の
恵
与
に
は
交
書
を
至
便
こ
す

三
、
宋
金
の
治
下
に
在
ゆ
し
民
衆
は
妙
幣
の
使
用
に
慣
れ

特
に
商
買
は
共
利
便
を
熟
知
せ
り
〇
四
、
交
偽
印
造
は
費

少
く
し
て
利
大
な
る
を
以
て
、
載
孚
・
嘉
事
等
の
多
費
に
橋

め
る
政
府
の
財
政
を
整
補
す
る
に
極
め
て
好
都
合
な
り
〇

五
、
硬
貨
を
錆
難
せ
ん
こ
す
る
も
銅
。
銀
の
産
額
に
は
限
り

あ
り
且
銅
は
此
以
前
よ
り
年
々
減
少
の
傾
あ
り
し
か
ば
到

底
大
帝
國
の
需
要
に
署
す
る
に
足
ら
ざ
り
き
。

　
鋤
法
下
用
の
孝
子
既
に
斯
の
如
き
を
以
て
、
そ
の
實
施

第
三
號

九
四
　
（
四
八
一
）

の
満
面
も
決
し
て
支
郷
本
部
の
重
き
地
域
に
局
限
せ
す
、

之
ご
今
の
蒙
古
。
満
洲
。
天
山
南
路
等
の
大
部
を
含
め
る
大

汗
直
領
地
に
は
夫
々
行
宮
の
官
署
を
設
け
し
が
、
世
憩
は

之
に
て
満
足
せ
す
、
更
に
高
麗
。
交
阯
。
逞
羅
等
の
屡
幽
に

も
元
鋤
を
麺
行
せ
し
め
（
高
麗
史
七
九
食
貨
及
び
島
夷
浅
略
交
阯
遜
羅
）
「
波
斯
・
印
度

に
も
元
制
を
模
倣
せ
し
め
し
（
と
営
、
8
を
ぎ
湾
回
．
ヲ
、
島
■
貝
逃
角
壱
意
Q
Q
i
騎
ま
な
ε
）
に
て

有
も
蒙
古
入
の
勢
力
を
振
へ
る
地
方
に
は
世
界
の
何
地
把

る
を
㈹
は
す
妙
法
を
施
行
せ
ん
こ
す
る
希
望
を
懐
き
し
も

の
に
似
柁
り
○
さ
れ
こ
か
、
る
大
規
模
の
鋤
剃
が
少
く
こ

も
共
本
國
に
於
て
果
し
て
完
全
に
實
行
せ
ら
れ
し
否
や
大

に
疑
悶
な
き
能
は
す
○
依
て
今
叢
に
柳
そ
の
得
失
を
考
査

し
て
結
果
の
如
何
を
見
ん
こ
す
○

　
　
　
　
剛
剛

　
紙
幣
の
農
行
π
る
、
事
既
に
高
爾
複
雑
な
る
金
融
制
度

に
属
も
、
現
今
の
丈
油
送
國
ご
錐
術
且
っ
實
施
の
難
き
を

維
験
せ
る
所
、
之
を
数
百
年
前
の
電
蓄
な
る
國
土
に
適
用

し
て
十
分
の
好
成
績
を
睾
げ
ん
こ
ご
は
固
よ
り
至
難
の
事



業
に
愛
す
℃
さ
れ
ば
次
に
掲
げ
し
元
代
鋤
法
の
畏
燐
も
之

を
前
後
の
宋
金
及
び
明
朝
の
鋤
制
ご
比
較
し
て
鞘
優
良
な

り
ご
認
む
べ
き
黙
を
摘
出
し
控
る
も
の
に
し
て
今
日
の
進

歩
せ
る
制
度
ご
並
べ
見
て
い
へ
る
に
あ
ら
す
。
叉
紙
幣
共

通
の
利
ε
せ
ら
る
、
取
扱
保
管
に
便
な
る
こ
ご
、
印
造
費

の
小
な
る
こ
ご
、
牲
量
槍
秤
の
必
要
な
き
こ
ご
等
も
元
妙

に
限
れ
る
も
の
に
非
ざ
る
故
一
切
省
略
に
從
へ
り
○
然
ら

ば
果
し
て
如
何
な
る
黙
を
特
出
す
べ
き
か
〇

　
一
、
発
換
の
制
Q
艦
影
は
そ
れ
自
身
殆
ざ
債
値
な
き
も

の
な
れ
ば
、
之
を
不
安
な
る
支
那
の
國
家
の
下
に
、
彼
の

利
に
敏
な
る
人
民
に
使
用
せ
し
め
ん
に
は
、
頗
る
確
實
な

る
保
讃
即
発
換
の
準
備
な
か
る
べ
か
ら
す
Q
故
に
朱
に
て

も
初
め
は
交
子
一
壷
百
二
十
五
萬
絡
に
奇
し
三
十
六
萬
縄

の
発
換
準
備
金
を
届
き
、
金
ま
π
面
々
に
回
易
務
を
移
り

て
鋤
ご
銭
絹
こ
の
換
易
を
掌
ら
し
め
し
か
ご
共
に
永
翻
せ

す
、
忽
ち
不
換
紙
幣
こ
な
り
之
を
古
言
し
て
大
に
財
界
を

撹
正
せ
b
o
元
は
之
に
鑑
み
既
に
世
耐
即
位
の
初
年
よ
り

第
一
巻
　
叢
観
　
元
代
鈴
法
の
得
失
ε
其
結
果

青
山
に
李
準
行
用
事
（
叉
は
交
鋤
庫
こ
も
い
ふ
）
を
立
て
、

部
民
の
富
力
才
幹
あ
る
も
の
を
庫
副
こ
な
し
、
庫
に
若
干

の
金
銀
を
確
志
し
椴
き
鋤
本
命
は
鋤
母
ご
濡
し
、
入
民
、
の

漁
り
て
自
由
に
鋤
銀
を
両
替
す
る
を
許
せ
り
。
其
割
合
は

　
入
庫
銀
一
両
一
鋤
二
貫

　
　
　
　
　
　
　
　
出
庵
銀
一
両
－
一
門
二
貫
五
十
丈

　
入
雄
金
一
両
・
ほ
妙
二
十
貫

　
　
　
　
　
　
　
　
出
庫
金
一
両
1
1
鋤
二
十
貫
五
百
丈
、

の
如
く
入
庫
の
金
銀
に
は
法
定
相
野
の
鋤
を
與
へ
、
出
庫

の
際
に
は
蕊
の
手
撒
料
を
増
徴
せ
り
。
尤
も
此
両
替
に
は

一
定
の
制
限
を
設
け
準
備
金
の
震
分
は
固
定
せ
し
め
し
な

ら
ん
も
そ
の
蓋
明
か
な
ら
す
。
而
し
て
民
間
に
砂
多
き
時

は
庫
銀
を
散
じ
て
之
を
飲
め
、
鋤
少
き
時
は
之
を
放
ち
て

金
銀
を
入
れ
以
て
鋤
懐
の
李
準
を
計
り
、
入
民
の
私
に
金

銀
を
亡
霊
す
る
を
禁
趣
り
。
叉
此
頃
の
紙
鋤
は
昏
面
し
易

か
り
し
故
宋
は
三
年
金
は
七
年
を
限
り
新
奮
倒
換
せ
し
が

元
は
年
限
を
定
め
ざ
れ
ご
も
随
時
各
地
の
公
言
庫
に
て
，
婦

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
九
五
　
（
四
八
二
）



第
一
奮
　
叢
説
　
元
代
三
法
の
得
炎
ミ
其
結
果

の
工
臨
料
を
予
め
て
交
換
し
昏
鋤
は
焼
興
せ
り
〇

　
二
、
数
の
制
限
○
紙
幣
制
度
の
壊
敗
は
多
く
登
行
額
の

制
限
の
監
守
せ
ら
れ
ざ
る
に
依
る
○
殊
に
不
鼠
紙
警
を
濫

褒
す
る
に
於
て
は
其
使
用
蔚
を
困
惑
せ
し
む
る
は
勿
論
Y

嚢
行
者
自
身
も
全
く
信
用
を
失
墜
し
て
倒
産
の
悲
蓮
に
接

す
る
ご
ざ
比
々
画
然
り
○
宋
の
孟
宗
の
時
本
銭
皆
無
に
て

交
子
の
馬
印
急
な
か
6
．
し
爲
、
一
絡
の
値
僅
に
十
徐
銭
に

下
り
、
南
宋
末
理
宗
の
紹
忌
中
両
界
の
曾
子
器
に
三
億
三

千
萬
絡
に
達
し
把
れ
ば
棄
塾
し
て
更
に
行
は
れ
す
、
半
金

の
衛
紹
王
潰
河
の
役
に
職
費
の
鋤
を
八
十
四
車
に
て
蓮
び

し
程
な
り
し
．
か
ば
、
砂
輕
し
く
て
市
落
す
る
を
得
す
、
遽

に
千
貫
二
千
貫
の
大
鷲
を
卑
し
躍
舖
鋤
に
填
ま
り
療
料
温

き
て
國
忍
び
だ
り
。
さ
れ
ば
蒙
古
の
太
宗
始
め
て
交
鋤
を

印
捜
せ
し
時
、
耶
律
楚
材
は
講
ふ
て
萬
錠
（
妙
一
貫
を
一

両
ξ
も
い
ひ
五
十
貫
を
一
士
ご
駕
す
、
蓋
銀
錠
に
為
れ
る

な
り
）
を
限
り
こ
せ
し
が
、
雄
魂
即
位
後
数
年
の
聞
も
凡
十

萬
錠
内
外
を
濫
造
し
、
至
愚
＋
三
年
（
緬
馨
じ
宋
を
滅
し

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
九
六
　
（
内
入
三
）

人
口
從
來
の
数
倍
に
達
す
る
に
及
び
て
百
除
萬
錠
に
上
り

得
れ
よ
り
丈
宗
天
暦
二
年
（
西
暦
一
三
ご
九
年
）
に
至
誠
迄
五
十
四
年

間
大
抵
滞
空
二
百
萬
錠
を
印
し
怪
事
至
大
四
年
（
覇
歪

年
）
の
二
百
四
＋
顕
著
を
最
多
こ
す
。
世
翠
統
元
集
藷

似）

謔
閨
A
天
暦
二
年
泡
七
＋
年
間
の
登
行
額
は
元
史
憲
九

三
食
葉
叢
鋤
法
の
部
に
朋
記
せ
る
が
、
そ
の
合
計
は
中
統

鋤
一
⊥
ハ
五
二
弾
高
〇
一
五
一
錠
、
至
翌
翌
ワ
三
⊥
ハ
九
八
簡
鶴
一
九

一
九
〃
錠
至
大
妙
一
四
五
糊
置
〇
三
山
ハ
八
錠
以
上
細
脚
計
五
四
九

五
萬
二
四
三
八
錠
な
り
り
註
ハ
後
の
分
は
元
史
本
紀
に
よ
り

槍
出
す
る
に
大
抵
こ
百
萬
錠
を
越
ゆ
る
な
く
、
順
帝
至
正

＋
年
（
西
暦
ニ
ニ
五
〇
年
）
妙
法
改
革
の
後
も
畢
二
・
＋
三
両
年
共

中
統
百
九
十
萬
錠
至
元
十
萬
錠
な
り
。
か
く
元
朝
滅
白
前

十
五
年
に
贈
る
至
正
十
三
年
壁
塗
額
を
維
持
し
て
毫
も
異

常
な
き
に
、
一
方
天
下
の
叛
胤
は
至
正
八
年
方
塞
珍
が
漸

東
に
盗
堕
せ
し
を
始
め
こ
し
て
、
同
十
一
年
劉
諏
忍
野
由

董
は
河
南
に
徐
壽
輝
は
江
西
に
起
り
、
十
二
年
益
子
興
は

潅
南
に
翌
十
三
年
張
士
誠
は
聖
画
に
凱
を
作
せ
り
。
故
に



発
末
に
交
妙
を
濫
齢
し
て
物
債
騰
貴
し
、
厳
粛
生
に
苦
み

て
四
方
に
反
織
起
れ
り
こ
な
す
は
全
く
誤
に
し
て
、
元
朝

滅
亡
の
直
接
の
訴
因
は
天
下
の
要
地
に
か
、
る
働
徒
再
起

し
て
租
賦
を
押
領
し
、
就
中
方
・
張
二
人
が
海
蓮
を
抑
留

せ
し
π
め
大
に
京
師
官
民
の
恐
慌
を
若
し
し
こ
ご
に
て
、

同
十
五
年
に
至
り
始
め
て
明
年
度
の
鋤
⊥
ハ
百
萬
錠
を
墓
門

し
租
法
を
壊
れ
）
。
故
に
交
砂
の
寿
言
は
寧
ろ
叛
鳳
の
結

果
に
し
て
、
こ
は
活
金
末
路
の
随
態
ご
明
か
に
遜
遣
す
べ

き
な
り
。
叉
近
兜
市
村
博
士
の
支
那
論
集
九
六
頁
に
は
『

兎
に
角
元
の
歴
代
を
蓮
じ
て
鋳
へ
π
紙
幣
は
大
底
な
も
の

で
殆
ご
六
千
萬
錠
も
あ
る
。
此
の
一
隻
は
五
十
両
に
あ
た

っ
て
居
る
か
ら
三
十
億
両
に
な
る
。
斯
う
な
れ
ば
紙
幣
は

紙
屑
同
様
で
物
儂
は
騰
貴
の
一
方
で
あ
っ
π
』
ご
あ
れ
ご

其
二
元
の
交
鋤
は
紙
質
寒
菅
に
し
て
破
損
し
易
く
保
存
期

限
僅
に
数
年
な
b
し
を
以
て
、
毎
年
天
下
に
存
在
せ
し
総

額
は
六
七
百
萬
錠
内
外
に
し
て
決
し
て
紙
屑
同
様
な
ら
す

却
て
交
鋤
の
不
足
を
戴
ぜ
し
こ
ご
後
節
論
ぐ
所
の
如
し
Q

第
一
巻
　
　
叢
訊
　
　
元
代
紗
撰
の
征
失
ビ
其
結
果

　
三
、
納
税
の
便
○
交
砂
は
も
こ
政
府
の
駿
行
に
係
は
る

も
の
な
れ
ば
そ
れ
自
身
の
言
値
の
有
無
に
絢
ら
す
、
入
民

は
之
を
納
付
し
得
る
椹
利
あ
り
、
政
府
は
之
を
領
消
す
べ
」

き
義
務
め
り
。
政
府
の
交
鋤
登
行
の
本
旨
も
一
は
微
米
墨

邊
の
、
便
を
計
る
に
在
り
し
か
ば
、
之
を
實
湿
せ
り
こ
て
何

等
時
慰
す
べ
き
こ
ご
に
非
ざ
れ
こ
も
、
全
書
の
金
事
者
は

譜
面
に
し
て
自
ら
之
を
出
し
乍
ら
其
民
間
に
信
用
な
き
を

見
る
や
、
領
入
に
は
銭
・
絹
。
銀
の
如
き
實
債
あ
る
も
の
を

以
て
し
支
出
に
は
構
力
に
依
り
鋤
幣
を
張
ひ
甚
し
く
民
望

を
失
せ
り
。
元
廷
は
か
》
る
随
劣
に
し
て
且
自
ら
妙
の
信

用
を
画
く
る
こ
ご
を
敢
て
せ
す
、
世
租
の
学
統
年
問
よ
り

明
か
に
静
掻
萬
錠
を
年
々
徴
撫
し
、
至
言
三
年
忌
り
鋤
を

以
て
銀
糸
の
代
納
を
許
し
、
同
十
七
年
十
一
月
に
は
『
凡

賞
賜
究
多
界
磁
畠
、
課
程
宜
鞘
管
砂
。
』
（
元
史
巻
二
世
概
本
紀
）
こ
せ

り
Q
爾
後
次
第
に
増
額
し
て
至
元
の
末
年
に
は
歳
入
砂
三

百
昏
睡
錠
に
蓬
し
、
虚
空
大
徳
の
末
に
は
四
百
萬
錠
こ
な

り
、
天
暦
至
正
の
頃
に
は
實
に
一
千
萬
錠
に
上
り
、
以
て

　
　
　
　
　
。
，
第
三
號
　
九
七
（
四
八
圏

，
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叢
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豊
漁
最
大
の
牧
入
こ
し
て
施
政
上
の
鈍
費
を
腱
差
せ
し
の

み
な
ら
す
、
當
時
天
下
に
存
在
せ
し
交
鋤
の
大
部
は
此
爲

に
朝
廷
に
出
入
せ
し
な
り
○
叉
昏
砂
の
如
き
も
蕩
々
使
用

の
際
敗
冷
せ
る
も
の
な
れ
ば
、
所
持
者
は
若
干
の
損
料
を

添
え
て
納
付
し
得
べ
き
定
め
こ
な
り
し
等
、
比
較
的
他
朝

に
比
し
公
李
な
り
し
は
勝
取
る
べ
き
の
粘
な
り
Q

　
四
、
鋤
法
の
簡
明
。
南
宋
の
紙
幣
に
は
政
府
螢
行
の
も

の
に
行
在
欝
乎
。
出
銭
蔭
子
・
公
器
關
子
等
あ
り
、
地
方
に

准
交
。
湖
曾
・
川
引
等
あ
b
て
共
制
懇
々
な
り
し
が
、
金
に

て
も
宣
宗
十
一
年
在
位
の
問
、
貞
砧
半
券
・
貞
蕨
通
寳
・
興

・
定
寳
泉
・
元
光
重
寳
。
元
光
珍
貨
等
数
回
鋤
法
を
改
愛
し
て

民
其
煩
に
「
堪
へ
ざ
り
き
。
然
る
に
元
は
有
國
百
比
年
の
聞

達
の
剃
を
改
む
る
こ
ご
僅
に
数
度
に
し
て
、
且
全
土
一
様

め
交
鋤
を
用
ひ
し
か
ば
筆
法
簡
箪
に
し
て
前
代
に
比
し
二

大
に
そ
の
便
盆
を
得
π
り
。
叉
不
正
者
の
取
締
法
も
、
宋

の
粗
に
し
て
要
領
を
得
す
、
金
の
酷
に
し
て
重
刑
多
く
、

明
の
徒
に
密
に
し
て
苛
察
の
嫌
あ
り
し
に
比
し
略
中
正
を

第
三
號

九
入
（
四
八
五
）

得
た
り
し
が
如
く
、
そ
の
大
膿
は
元
典
章
翁
二
〇
及
同
新

集
戸
部
の
紗
法
の
條
に
載
す
○

　
誤
れ
こ
も
以
上
の
諸
等
特
に
黒
髪
・
取
締
の
法
の
如
き

は
果
し
て
十
分
に
實
行
せ
ら
れ
し
や
否
や
、
叉
共
他
に
重

大
な
．
る
鋏
陥
の
志
せ
し
に
謝
す
や
、
こ
れ
次
節
に
於
て
少

し
く
論
述
を
試
み
ん
こ
す
る
所
な
り
〇

　
　
　
　
三

　
元
代
求
法
の
敏
瓢
或
は
障
碍
の
中
書
づ
表
面
に
現
は
れ

た
る
も
の
よ
り
順
次
説
明
す
れ
ば
次
の
如
し
Q

　
一
、
交
妙
の
不
便
Q
元
代
の
交
妙
中
最
も
豪
く
行
は
れ

し
も
の
は
中
統
野
饗
の
両
腰
に
し
て
竃
元
鋤
は
羅
氏
砂
幣

圖
録
に
其
劇
暑
（
並
物
大
）
を
示
し
上
れ
ば
、
就
て
見
る
に

五
十
文
・
三
十
丈
砂
は
我
五
運
三
蓋
紙
幣
位
の
大
き
さ
な

れ
ざ
も
、
二
貫
鋤
は
實
に
墜
曲
尺
一
尺
に
近
く
横
撃
七
寸

に
煮
る
（
外
廓
の
寸
法
不
明
な
ろ
故
細
記
す
ろ
を
得
す
）
。
中
統
妙
も
亦
略
同
様
に
て

只
紋
鱗
の
梢
複
雑
な
る
に
過
ぎ
ざ
り
し
か
ば
か
、
る
大
回

は
甚
だ
携
帯
に
不
便
な
り
。
叉
元
鋤
は
紙
質
粗
軟
に
し
て

外



破
損
し
易
く
、
元
典
章
窓
二
〇
砂
漆
大
徳
二
年
定
倒
換
昏

鋤
書
例
に
は
殿
方
・
鼠
咬
・
雨
漏
・
油
汚
。
火
焼
等
に
よ
る
二

十
五
襟
の
昏
砂
に
就
き
一
々
引
換
の
許
否
割
引
の
程
度
を

規
定
せ
る
程
な
り
。
而
し
て
是
等
昏
妙
の
駈
持
者
が
有
司

に
就
き
直
雇
に
倒
換
を
乞
へ
ば
若
干
の
割
引
を
蒙
り
、
其

撫
主
用
す
れ
ば
盆
々
昏
与
し
て
携
齢
す
べ
か
ら
す
○
故
に

世
秘
の
時
綾
券
を
作
ら
ん
こ
せ
し
も
（
二
野
九
三
念
貨
志
紗
油
同
二
〇
五
七
世
榮
捜
）

原
料
貴
く
し
て
質
ま
把
堅
緻
な
ら
ざ
る
を
以
て
果
さ
ざ
り

き
。
且
垂
れ
銭
貨
は
蕪
辞
な
る
交
易
に
硬
利
な
れ
ざ
、
一

二
貫
の
山
砂
は
雪
融
の
貧
民
之
を
所
持
す
る
も
急
切
の
使

用
に
適
せ
す
、
故
に
貨
物
を
賎
漉
し
て
妊
商
に
利
せ
ら
る

ε
當
時
の
入
の
言
ひ
し
は
（
瀦
鱒
酷
辮
描
倦
凱
）
、
魚
区
組
織
の

低
級
な
り
し
轍
魚
に
は
已
む
を
得
ざ
り
し
酷
な
る
べ
し
O

さ
れ
ば
雨
意
殊
に
多
数
の
農
民
は
か
、
る
携
帯
ご
使
用
ご

に
不
便
な
る
交
砂
を
歓
迎
せ
ざ
り
し
事
疑
ひ
な
か
ら
ん
〇

　
二
、
見
換
の
泄
滞
○
発
換
の
準
備
金
．
即
妙
偲
（
金
銀
特

に
大
部
は
銀
）
は
最
初
各
各
砂
庫
に
若
干
を
配
撫
し
、
且

　
　
　
第
一
巻
　
叢
訊
　
元
代
調
法
の
得
失
ビ
其
結
果

入
園
の
納
税
叉
は
商
買
の
取
引
な
ざ
の
際
に
金
銀
を
以
て

妙
に
易
へ
ん
事
を
求
む
る
も
の
多
か
り
し
か
ば
急
に
散
矢

せ
ざ
り
き
。
儀
菱
砂
の
信
用
の
下
る
に
從
ひ
（
舐
錨

蹴
）
漸
次
金
銀
の
彿
出
を
求
む
る
も
の
多
一
、
五
天
愛
地

異
等
に
繊
b
或
鋤
庫
が
一
時
に
支
出
す
る
時
は
中
央
及
び

他
の
妙
揮
こ
の
連
絡
甚
薄
か
り
し
爲
忽
ち
彿
底
に
至
る
め

り
Q
殊
に
共
聞
不
正
官
吏
の
着
服
も
め
り
、
甚
し
き
は
野

史
巷
一
八
成
宗
本
紀
に

　
（
至
元
三
十
一
年
八
月
己
韮
）
詔
盲
捜
李
準
交
倉
庫
、
所

　
貯
蓄
九
十
三
萬
六
千
九
百
五
十
両
、
除
留
十
九
萬
二
千

　
四
百
五
十
両
爲
鋤
母
、
蝕
悉
運
行
京
師
。

こ
い
へ
る
如
く
朝
廷
よ
り
庫
銀
を
徴
す
る
あ
・
り
○
故
に
此

頃
よ
り
諸
路
の
金
庫
は
次
第
に
発
換
不
如
意
こ
な
り
中
に

は
閉
鎖
せ
し
も
の
も
あ
り
し
な
ら
ん
が
、
次
の
武
宗
至
大

一、

齡
N
九
月
に
『
語
路
血
忌
準
行
用
庫
、
電
炉
買
金
銀
、
倒
換

昏
鋤
、
或
民
間
緕
綿
布
昏
睡
庫
引
幕
、
依
験
蒔
三
士
債
』

（
瓢
建
二
）
あ
る
故
再
び
妙
庫
を
立
て
糸
綿
を
も
回
易

　
　
　
　
　
　
　
第
一
二
號
　
　
　
　
↓
ル
⊥
ル
　
　
（
悶
囲
八
山
ハ
）
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せ
し
め
て
庫
務
を
搬
漉
せ
り
。
但
し
斯
く
の
如
き
回
易
も

實
行
の
程
は
甚
だ
畳
束
な
く
、
西
人
の
記
録
例
へ
ば
霞
勲

同
叶
9
あ
歴
史
（
9
）
（
鷲
奪
詫
輻
成
）
〉
豊
σ
凶
・
・
喜
・
串

島
・
，
碁
の
書
（
．
、
）
へ
早
書
謹
頃
。
解
響
§
野
・
舞
の
族

行
記
（
。
）
（
勲
潴
を
鰐
言
上
輝
畑
纈
帝
）
（
皆
濁
色
。
甲
9
言
ざ
に

大
略
を
止
む
。
輩
．
。
鋸
く
露
鄭
奪
に
新
画
廊
換
の
事
の

み
登
記
し
て
、
一
も
発
換
の
事
に
及
ば
ざ
る
は
そ
の
大
に

浬
汚
し
謝
る
一
讃
こ
も
見
る
べ
く
殊
に
交
宗
以
後
な
ざ
に

は
殆
ご
事
實
上
の
不
換
紙
幣
こ
な
り
し
も
の
、
如
し
○
但

し
之
も
中
央
ζ
近
き
都
市
ご
地
方
の
村
落
ご
に
は
非
常
の

難
癖
あ
り
し
筈
に
て
、
斎
忌
の
地
な
ご
は
最
初
よ
り
十
分

．
発
換
も
出
來
ざ
り
し
な
ら
ん
。
而
し
て
叉
新
緑
の
互
換
も

種
々
の
故
灘
多
か
り
し
が
如
く
、
元
典
章
戸
戸
〇
両
法
、

体
察
鋤
庫
停
閑
の
條
に
も

　
　
今
市
錬
行
使
霊
係
昏
紗
、
錐
有
行
用
鋤
庫
、
毎
臼
止

　
　
限
倒
換
昏
鋤
四
百
定
、
更
有
不
開
庫
之
日
、
商
質
不

　
　
得
新
鋤
、
以
致
買
責
凝
滞
諸
物
跡
貴
、
若
命
毎
臼
倒

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
〇
〇
　
（
四
八
七
）

　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
ソ
ヤ

　
　
換
二
千
或
千
定
、
不
得
鋤
法
養
鰻
種
土
。

ご
あ
り
て
、
之
が
至
元
十
九
年
五
月
大
都
の
命
題
な
る
故

後
年
地
方
に
於
て
十
分
差
換
の
行
は
れ
ざ
b
し
こ
ご
論
を

倹
π
す
。
然
れ
こ
も
新
莚
は
年
々
政
府
に
て
印
造
せ
る
を

以
て
倒
換
は
発
換
よ
り
容
易
に
し
て
元
末
ま
で
可
な
り
に

實
施
せ
ら
れ
し
こ
ご
前
記
西
人
の
記
録
に
て
も
知
ら
る
。

　
以
上
二
項
は
煎
豆
喪
心
に
附
随
せ
る
歓
黙
に
し
て
之
が

逆
流
麺
を
阻
害
せ
し
こ
ご
紗
歪
な
ら
す
ご
雛
、
こ
は
省
交

鋤
の
製
法
を
改
良
し
、
準
備
金
の
運
用
を
便
に
す
る
等
の

手
段
に
よ
り
て
両
三
年
内
に
も
救
治
し
得
べ
し
○
さ
れ
ご
’

次
起
掲
ぐ
る
諸
條
の
如
き
は
更
に
重
大
に
し
て
根
祇
深
き

も
の
な
れ
ば
、
そ
の
刷
新
は
到
底
短
疑
月
間
に
成
就
し
得

べ
き
こ
こ
ご
に
非
ざ
り
き
〇

　
三
、
政
綱
の
弛
屡
。
元
の
仕
法
は
大
汗
の
直
領
地
の
全

書
に
行
は
れ
し
が
、
か
、
る
彪
大
な
る
國
土
に
鋤
制
を
確

實
に
施
さ
ん
に
は
、
必
ず
や
蟄
固
な
る
中
央
政
府
の
統
一

的
制
御
力
ご
所
属
官
吏
の
公
正
明
敏
な
る
徳
義
及
手
腕
な



　
か
る
べ
か
ら
す
。
然
る
に
元
の
叫
代
は
不
幸
に
し
て
内
外

　
常
に
多
事
な
り
し
か
ば
途
に
殆
ざ
良
好
な
る
統
治
の
實
績

　
を
畢
ぐ
る
を
得
す
、
加
之
竈
馬
の
首
鱗
毛
る
蒙
古
人
は
武

　
力
に
捨
て
七
時
の
世
界
に
雄
飛
℃
に
り
ご
…
雄
、
文
化
的
事

　
業
は
全
く
他
族
の
指
導
親
許
を
待
つ
の
外
な
か
り
き
。
さ

　
れ
ば
鋤
制
に
於
て
も
周
密
な
る
盤
督
を
属
亡
し
機
宜
の
露

3

　
置
を
談
ら
ざ
ら
ん
事
は
到
底
彼
等
に
恨
む
べ
か
ら
ざ
る
所

　
に
し
て
、
殊
に
國
家
財
政
の
棄
観
甚
し
か
り
し
は
盆
鋤
法

　
の
流
通
を
妨
げ
た
り
。
ダ
錦
も
蒙
古
人
は
理
財
の
才
識
殆
ざ

　
敏
如
し
語
れ
ば
國
初
よ
b
回
不
入
等
に
請
負
に
て
徴
税
を

　
委
任
せ
し
程
な
り
し
が
、
世
窟
の
時
に
も
阿
合
馬
。
桑
．
寄
。

　
藩
命
榮
の
如
き
妊
黙
書
利
の
臣
を
用
ひ
、
捜
括
を
努
め
て

　
手
段
を
鐸
ば
ざ
り
し
か
ば
財
政
大
に
至
れ
民
心
離
叛
せ
り

　
而
し
て
元
の
財
政
を
し
て
常
に
窮
地
に
陥
ら
し
め
し
は
、

　
北
遊
に
干
犬
の
絶
ぬ
ざ
ザ
し
ご
、
剛
瞬
敷
の
崇
拝
に
件
ふ

　
土
木
供
養
の
費
ご
、
諸
王
諸
將
へ
の
賞
賜
の
豊
修
な
り
し

　
こ
ざ
等
に
し
て
、
例
へ
ば
仁
宗
即
位
の
頃
毎
歳
軍
需
に
動

第
一
巻
　
叢
読
　
元
代
紗
法
の
得
失
ミ
其
結
果

六
七
百
萬
錠
、
警
繕
に
数
百
萬
錠
、
賞
賜
に
三
百
萬
錠
を
・

要
せ
り
（
元
史
二
四
仁
宗
本
紀
至
大
四
年
十
一
月
李
孟
奏
）
。
斯
あ
如
き
を
以
て
國
庫

の
歳
入
能
く
宇
歳
の
費
を
支
ふ
る
に
足
ら
す
、
眼
前
の
補

填
に
急
に
し
て
、
途
に
永
遠
の
大
計
を
怠
り
し
か
ば
運
糧
。

茶
、
鞭
商
圏
等
百
般
の
財
計
皆
姑
息
の
手
段
に
よ
り
て
、
口
囁

一
日
壊
敗
に
近
づ
く
の
み
な
り
き
Q
故
に
鋤
法
に
て
も
人

民
の
利
害
を
顧
慮
す
る
蓬
な
く
、
全
く
國
庫
の
會
計
を
立

つ
る
最
大
の
方
便
こ
し
て
利
用
せ
ら
れ
、
そ
の
實
施
の
善
，

、
悪
の
如
き
は
殆
ご
平
な
る
問
題
こ
な
ら
ざ
り
し
賊
め
り
Q

　
四
、
官
吏
の
腐
敗
○
支
那
に
於
け
る
官
瘍
の
随
弊
は
淘
、

に
数
千
年
來
因
襲
の
結
果
に
し
て
、
如
何
に
聖
明
な
る
君

主
の
現
は
る
、
あ
る
も
其
徳
澤
の
入
民
に
及
ぶ
も
の
甚
だ

薄
か
り
き
。
蓋
し
官
吏
は
名
利
の
中
心
な
れ
ば
、
之
を
員

的
こ
し
て
幾
年
の
研
學
を
積
み
多
大
の
資
本
を
投
ず
。
故

に
一
旦
共
官
に
就
け
ば
百
方
利
を
求
め
て
鈍
萬
の
富
を
作

ら
ん
こ
し
、
殆
ざ
そ
の
手
段
を
問
は
ざ
れ
ざ
も
人
皆
之
を

怪
ま
す
し
て
却
て
羨
む
○
さ
れ
ば
貨
幣
制
度
の
如
き
利
を
・

第
三
號
　
　
一
〇
一
　
（
四
八
八
）
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叢
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第
　
三
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観
　
　
　
一
〇
二
　
　
（
四
八
九
）

計
る
に
恰
好
な
る
事
項
に
は
自
身
に
妊
民
糺
断
の
責
あ
る
　
官
に
重
く
、
凡
そ
天
下
の
事
を
破
る
は
多
く
官
に
し
て
大

を
忘
れ
相
撃
み
て
不
正
を
な
す
官
吏
歴
朝
常
に
絶
ね
す
、
　
吏
小
吏
皆
暴
れ
の
爲
に
し
て
國
ご
民
ご
を
忘
れ
た
る
が
如

殊
に
政
綱
弛
旗
の
時
に
於
て
最
も
蕪
し
き
は
亦
巳
む
を
得
　
き
有
様
な
り
き
。

ざ
る
所
な
り
G
さ
れ
ば
元
の
妙
法
も
是
等
徳
義
心
の
麻
痺
　
　
五
、
民
間
の
僧
…
砂
。
上
に
立
ち
て
盈
親
魂
察
の
任
に
贋

せ
る
官
吏
の
置
据
行
軍
に
よ
り
共
融
癒
を
妨
げ
ら
れ
た
る
．
り
、
多
少
事
理
を
緋
へ
π
る
官
吏
の
敗
徳
既
に
斯
く
の
如

こ
ご
甚
多
く
、
元
史
。
元
典
章
。
元
静
劇
等
を
見
る
に
、
正
し
、
下
に
遇
す
る
愚
昧
貧
鰻
な
る
人
民
の
彼
に
倣
ふ
て
彼

吏
自
ら
莞
換
準
備
金
を
着
服
し
て
縛
任
せ
る
あ
り
、
下
吏
　
よ
り
甚
し
き
は
固
よ
り
當
然
の
理
な
り
。
殊
に
紙
鋤
は
硬

儒
挑
鋤
を
造
れ
る
を
看
遇
し
て
寛
大
の
轡
を
得
ん
こ
せ
る
　
貨
に
比
し
資
本
少
く
し
て
利
得
多
く
、
妙
の
製
法
ま
元
三

あ
り
、
欝
ら
儒
鋤
を
製
し
て
箕
鋤
に
交
へ
行
は
し
め
し
あ
．
だ
簡
歪
な
る
に
、
國
家
の
統
御
、
官
吏
の
監
察
も
甚
だ
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

う
、
好
民
の
賄
賂
を
受
け
儒
蝕
行
使
を
黙
許
せ
る
あ
り
、
　
十
分
な
り
し
か
ば
悔
儒
鍛
頻
位
し
て
全
く
辮
解
す
べ
か
ら

親
近
叉
は
勢
家
の
み
に
魔
換
・
倒
換
を
行
ひ
て
他
に
及
ば
　
ざ
る
に
至
れ
ぢ
○
今
史
籍
に
擦
り
其
最
も
論
著
な
る
も
の

ざ
る
あ
り
、
富
民
に
薦
妙
を
使
用
せ
し
め
て
其
財
産
を
没
　
二
三
を
墨
ぐ
れ
ば
次
の
如
し
。

股
せ
る
あ
り
、
浦
曲
涌
出
の
能
名
を
叢
り
て
無
享
の
民
を
　
　
　
至
治
二
年
登
進
士
第
…
…
知
鉛
由
州
、
鉛
山
素
謡
造

面
服
せ
し
め
し
あ
り
、
民
の
金
銀
を
昏
砂
ご
交
換
せ
し
あ
　
　
　
鶴
妙
者
、
鼻
嵐
奥
友
丈
爲
二
言
、
遽
至
江
面
癖
繭
莫

り
、
鋤
の
改
正
を
豫
慌
し
て
金
銀
を
買
占
め
し
あ
り
。
其
　
　
　
不
行
使
。
友
交
好
黙
得
鶯
、
漫
罵
造
計
器
Q
乃
分
逡

他
滋
養
す
べ
き
昏
働
を
私
帯
し
て
行
使
せ
る
も
の
あ
り
し
　
　
　
悪
少
四
五
†
入
爲
吏
、
於
有
司
伺
有
欲
告
之
者
、
平

な
ご
實
に
皇
基
に
蓬
あ
ら
す
Q
故
に
三
法
の
難
民
よ
り
も
　
　
　
常
事
落
魚
。
前
後
殼
人
畜
衆
、
得
人
妻
女
十
一
人
爲
・



　
　
　
妾
。
民
羅
共
害
、
，
街
冤
不
下
調
者
十
除
年
。
…
…

　
　
逮
捕
其
蕪
二
百
徐
人
、
悉
曇
之
法
O
（
元
奥
一
九
二
六
二
飛
傳
）

　
　
杭
州
等
愚
見
禁
囚
内
、
印
造
僑
墨
入
十
八
起
二
百
七

　
　
十
四
人
○
始
自
大
徳
元
年
、
至
大
徳
四
年
三
月
○

　
　
（
元
典
章
二
〇
一
法
儒
紗
）

　
　
張
省
四
山
善
品
題
、
凌
淡
府
縣
、
難
爲
姦
利
○
自
刻

　
　
木
牌
與
交
鋤
雑
器
民
間
勉
（
冠
註
類
五
九
尋
章
政
尊
忙
兀
隔
心
三
戸
）

さ
れ
ば
至
正
十
年
鋤
法
整
治
の
論
議
あ
り
し
時
懊
哲
篤
、

武
群
生
は
『
二
元
髪
僑
、
評
議
之
爾
』
（
擁
渤
）
こ
い
へ
9

而
し
て
妊
民
の
大
規
模
に
て
儒
鋤
を
作
れ
る
も
の
は
多
く

官
吏
を
買
冠
し
て
公
然
敢
行
し
理
る
故
、
如
何
に
嚴
密
な

る
法
規
あ
る
も
却
っ
て
細
鱗
を
網
す
る
に
過
ぎ
ざ
り
き
。

、
叉
眞
妙
の
文
字
絞
飾
を
増
損
し
て
一
層
高
義
な
る
墨
筆
を

作
る
こ
ご
、
例
へ
ば
］
貫
を
二
貫
こ
な
し
、
中
古
妙
を
二

元
鋤
こ
な
す
が
如
き
は
挑
⑭
こ
い
は
れ
し
が
、
是
等
は
無

数
に
あ
り
き
○
さ
れ
ば
交
鋤
の
鑑
別
は
實
に
困
難
に
し
て

勾
急
の
際
に
は
殊
に
母
野
多
く
、
若
し
不
幸
に
し
て
傭
挑

　
　
　
第
　
一
巻
　
　
叢
　
訊
　
・
元
代
砂
法
の
得
失
ε
共
結
果

　
　
　
　
　
　
ち

行
使
の
法
に
照
さ
る
れ
ば
嚴
重
な
る
罰
を
受
く
べ
き
が
放
、

に
人
民
多
く
砂
を
喜
ば
す
、
か
く
て
．
鋤
注
は
盆
無
下
せ
り
。

　
以
上
述
べ
來
り
し
働
法
の
敏
陥
は
相
重
り
て
前
に
記
せ

る
多
少
の
長
所
を
優
に
燃
倒
し
、
日
々
に
交
妙
の
信
用
を
・

失
墜
せ
し
め
て
盤
砂
法
を
破
壊
す
る
の
み
な
り
き
。
而
も

叢ハ

`
勢
威
世
㍊
在
位
の
時
よ
り
既
に
著
し
か
り
し
も
の
に

し
て
、
装
蹄
二
十
四
年
の
妙
法
改
正
も
此
爲
に
起
り
し
が

暫
時
酔
興
照
隠
く
、

　
　
始
無
漏
時
以
銀
爲
本
、
虚
實
相
権
。
今
二
十
絵
年
附

　
　
輕
重
割
去
至
数
十
倍
Q
悔
改
申
統
思
至
元
、
二
十
年

　
　
後
、
至
元
必
復
如
中
潮
災
。
（
元
輿
「
七
ご
本
傳
）

ご
。
多
元
鋤
は
表
面
は
多
く
貫
文
を
以
て
思
し
銭
を
基
こ

せ
る
が
如
し
ご
錐
、
そ
は
宋
金
の
形
を
模
し
た
る
に
て
元

代
に
て
は
鋤
法
流
通
の
爲
銭
の
通
用
を
公
許
せ
す
且
之
を

掬
牧
せ
し
こ
ご
数
回
に
止
り
し
耳
な
れ
ば
銭
・
砂
の
直
接

の
關
係
を
認
め
す
。
事
實
上
は
既
に
中
統
元
年
よ
り
其
頃

市
塩
に
勢
力
を
得
滴
り
し
銀
を
以
て
鋤
儂
の
標
準
こ
な
し

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
一
〇
三
（
四
九
〇
）
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叢
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代
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法
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失
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共
締
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妙
二
貫
を
以
て
銀
一
両
に
等
し
ご
定
め
、
砂
一
貫
を
一
両

百
文
を
’
一
銭
、
十
文
を
一
碧
等
ご
講
へ
て
銀
の
誹
軍
法
を

鋤
に
適
用
せ
り
。
爾
…
來
二
十
民
習
交
妙
の
信
用
の
下
落
ご

共
に
次
第
に
樺
衡
を
失
し
た
れ
ば
、
新
に
至
元
町
鋤
を
印

し
て
そ
の
二
貫
を
銀
一
両
に
當
て
、
中
興
鋤
は
新
鋤
の
言

の
優
値
め
る
も
の
こ
せ
り
。
急
撃
市
蛎
に
於
け
る
實
際
の

，
中
書
妙
の
相
場
は
爾
大
に
下
り
し
筈
な
れ
ざ
法
定
の
贋
格

を
か
く
定
め
し
な
り
。
此
改
正
は
事
情
洵
に
已
む
を
得
ざ

b
し
に
出
づ
ご
錐
、
こ
れ
政
府
に
於
て
信
用
挽
回
の
方
策

既
に
全
く
響
き
た
る
を
天
下
に
工
廠
せ
る
も
の
な
れ
ば
、

交
砂
の
信
用
の
盆
下
る
は
當
然
に
し
て
、
郵
介
夫
が
成
宗

の
初
年
に
、
『
今
以
細
事
一
貫
准
中
統
五
貫
Q
是
以
子
勝
母

以
輕
加
重
、
以
後
鍮
前
、
挙
止
大
磯
極
、
亦
非
吉
兆
美
識

也
』
（
古
今
漕
雫
略
二
九
元
銭
鱒
）
こ
い
へ
る
勢
、
國
家
の
前
途
に
關
し

憂
ふ
べ
き
こ
ご
な
り
き
。
か
、
れ
ば
趙
氏
の
七
言
は
不
幸

に
も
適
中
し
て
、
至
元
妙
登
行
よ
リ
ニ
十
二
年
後
に
は
再

び
重
事
の
必
要
起
り
、
’
武
舞
至
大
二
年
至
大
銀
妙
を
造
り

第
三
號
　
　
一
〇
四
　
（
四
九
一
）

て
そ
の
計
法
も
表
裏
共
に
銀
ご
同
じ
く
し
て
一
両
。
一
銭

等
こ
い
ひ
、
新
妙
一
両
を
銀
一
両
、
又
至
元
砂
五
貫
中
統

鋤
二
十
五
貫
に
等
し
く
せ
り
Q
さ
れ
ご
倍
数
太
だ
多
く
し
、

て
使
用
に
不
便
な
り
し
か
ば
翌
年
新
鋤
を
超
し
て
至
元
。

中
鷺
の
両
妙
の
み
を
印
焦
し
以
て
末
年
に
及
び
し
が
、
此

間
に
も
鋤
警
に
城
じ
て
英
宗
至
治
墨
壷
難
雍
奪

に）

ﾉ
は
中
黒
鋤
四
＋
貫
に
て
墾
両
に
當
る
に
至
れ
り
。

（
垂
耳
二
〉
後
至
正
＋
当
盤
に
中
書
鋤
を
改
印
し
て
そ
の
一

貫
を
至
元
妙
二
貫
に
等
し
く
せ
し
が
、
銀
こ
の
比
債
は
明
．

か
な
ら
す
Q
斯
く
し
て
前
後
三
四
回
の
鋤
法
改
正
に
止
ま

り
し
は
省
語
末
な
ご
に
比
し
大
に
優
れ
り
ざ
錐
、
改
正
そ

れ
自
身
が
常
に
妙
法
の
失
敗
を
公
表
す
る
も
の
な
れ
ば
、

政
府
の
威
信
を
墜
す
は
勿
論
、
一
般
生
活
の
、
不
安
を
招
き

修
羅
歳
入
の
減
殺
を
來
し
、
回
一
回
國
家
の
運
命
を
深
淵

の
中
に
導
《
も
の
な
り
し
は
亦
已
む
を
得
ざ
り
し
な
り
〇

　
　
　
　
四

　
鋤
法
の
失
敗
既
に
上
述
の
如
く
天
下
に
隠
れ
な
き
事
實



ざ
な
り
し
か
ば
、
人
民
殊
に
地
方
農
民
な
ご
は
か
、
る
交

働
を
撒
迎
せ
す
、
之
を
以
て
一
方
に
て
は
盗
品
債
の
低
降

を
齢
し
し
が
他
方
に
於
て
は
霊
妙
の
天
下
に
流
通
せ
し
、
と

案
外
に
躁
薄
な
り
き
。
元
代
の
霊
妙
流
通
の
程
度
を
知
る

に
最
も
便
な
る
は
、
元
末
に
戸
部
言
書
π
り
し
武
祓
の
著

し
砦
寳
鑑
考
（
八
巻
め
り
我
國
に
傳
は
ら
す
）
の
大
意
（
翻
講
難
羅
櫻

鯉
驕
珊
）
に

　
　
自
世
愁
至
元
二
十
四
年
、
至
武
宗
至
大
四
年
、
二
十

　
　
五
年
中
、
印
者
軽
焼
者
少
、
流
轄
廣
磁
器
法
蓮
○
自

　
　
仁
宗
皇
胤
元
年
、
至
延
祓
七
年
、
共
九
年
、
印
下
多

　
　
而
墨
型
多
、
流
縛
漸
月
詣
法
始
壊
。
唐
英
蛍
雪
治
元

　
　
年
、
至
三
年
、
印
錐
多
而
焼
素
寡
、
硫
縛
愈
多
調
法

　
　
止
血
。
自
査
定
元
年
、
辱
至
至
芸
三
年
、
共
八
年
、
印

　
　
者
少
而
焼
者
多
、
流
蒋
絶
無
鋤
法
大
壊
。

ご
あ
る
も
の
な
り
。
而
し
て
同
人
が
至
正
十
年
鉛
法
改
正

の
議
め
り
し
時
、
『
比
年
以
來
失
茄
宗
元
行
製
法
本
意
、
不

三
型
擾
、
堕
民
問
流
燈
者
少
、
致
連
単
滋
多
。
』
二
三
鋤
靴
）

　
　
　
第
一
巻
　
叢
設
　
元
代
紗
油
の
得
失
ε
共
薪
果

こ
い
ひ
し
は
前
丈
の
除
を
補
ひ
し
も
の
こ
も
見
る
を
得
べ

し
Q
年
々
の
嶢
妙
の
工
数
な
ざ
今
H
よ
り
窺
ひ
知
る
を
得

ざ
れ
ご
も
玉
造
額
の
大
部
は
明
に
し
て
、
且
治
働
の
大
勢

の
推
移
よ
り
見
て
武
宗
以
前
は
流
通
廣
か
り
し
も
以
後
は

次
第
に
凝
滞
せ
し
ご
見
て
差
支
な
か
る
べ
し
○
然
れ
ご
も

流
縛
多
し
ご
い
ひ
少
し
ご
い
ふ
も
漠
然
π
る
比
較
的
の
語

に
し
て
、
叉
廣
き
領
土
内
に
は
同
時
に
て
も
庭
に
よ
り
大
．

差
あ
る
べ
き
筈
に
て
、
同
時
同
工
に
居
り
し
人
仁
て
も
境

遇
、
見
識
の
差
異
に
よ
り
如
何
様
に
も
い
ひ
得
べ
し
。
例

へ
ば
こ
、
に
苛
立
廣
こ
い
へ
る
中
に
属
す
べ
き
成
宗
の
時

に
篭
り
、
鄭
介
夫
は
謂
て
曰
く
、
『
今
國
家
造
妙
錐
廣
、
而

散
之
民
間
者
甚
少
、
民
得
之
者
亦
甚
難
○
』
（
古
今
漕
準
略
前
引
）
ご
。

鄭
は
江
海
の
人
に
し
て
解
語
は
大
徳
七
年
郷
里
よ
り
上
奏

せ
し
文
中
に
あ
る
も
の
な
れ
ば
、
少
く
こ
も
そ
の
地
方
に

交
紗
の
除
り
普
及
せ
ざ
り
し
一
讃
こ
な
す
を
得
ぺ
け
れ
ざ

も
、
悪
弊
の
方
面
よ
り
少
し
く
研
究
を
試
み
ん
〇

　
一
、
交
鋤
の
現
在
高
。
掬
も
貨
幣
め
現
在
額
の
如
き
は
、

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
一
〇
五
　
（
四
九
二
）

、



　
　
　
第
一
懸
　
叢
設
　
元
代
紗
沃
の
得
失
£
其
結
果

身
其
時
に
在
る
も
容
易
に
知
り
難
き
も
の
な
れ
ば
、
元
代

の
廣
大
な
る
領
域
中
に
流
通
せ
し
紙
妙
の
年
々
の
総
額
な

ざ
到
底
今
日
よ
り
測
算
し
得
べ
き
に
非
ざ
れ
ご
、
前
に
引

き
し
鄭
介
夫
の
言
中
に
叉
『
紙
之
容
物
、
安
能
長
久
、
五
年

之
聞
昏
欄
累
除
。
蓬
年
例
換
、
難
皆
嶢
綴
』
ご
あ
り
。
然
れ

ば
彼
は
一
季
の
保
存
期
限
を
約
五
ケ
年
ご
見
積
リ
セ
る
に

て
今
目
の
紙
解
に
比
し
著
し
く
短
期
ハ
ー
駆
れ
こ
も
零
時
の
交

砂
は
一
般
に
粗
軟
大
形
な
り
し
爲
甚
だ
保
存
し
難
く
宋
は

三
年
越
に
て
は
七
年
を
限
り
て
新
蕾
の
遊
車
を
行
ひ
し
位

な
れ
ば
、
五
年
は
其
中
間
に
あ
り
て
略
昏
鐘
に
近
か
る
べ

し
。
さ
れ
ざ
隠
居
の
中
に
も
貯
藏
其
他
の
事
故
に
よ
り
比

較
的
破
損
の
遅
か
り
し
も
の
あ
り
し
筈
な
れ
ば
、
そ
れ
等

を
考
へ
入
れ
調
質
の
保
存
を
七
ケ
年
李
均
ご
假
定
し
、
元

吏
食
貨
志
年
々
の
印
造
額
に
っ
き
て
計
算
せ
ん
に
、
例
へ

ば
成
宗
大
徳
二
年
に
て
は
前
七
ケ
年
ご
當
年
の
分
ご
合
せ

た
る
二
八
六
萬
三
六
一
六
錠
は
凡
そ
此
年
の
交
鋤
現
在
高

に
近
し
ご
見
る
を
得
べ
し
。
然
る
に
此
年
の
歳
入
は
元
史

　
　
　
　
　
　
　
第
一
二
號
　
　
　
一
〇
山
ハ
　
（
四
九
一
二
）

本
紀
に
鋤
三
六
〇
萬
錠
ご
あ
る
を
以
て
差
引
七
三
萬
除
錠

の
不
足
な
り
。
同
榛
に
至
大
元
年
の
現
在
高
八
○
○
萬
錠

に
饗
し
歳
入
は
八
二
〇
萬
錠
に
て
即
こ
○
萬
錠
の
不
足
。

天
暦
二
年
現
在
高
は
五
四
二
乗
三
四
二
〇
錠
歳
入
は
九
二

九
萬
七
八
○
○
錠
、
即
三
八
七
萬
徐
錠
の
不
足
り
。
勿
論

か
＼
る
不
足
は
毎
月
上
下
の
融
、
通
に
よ
り
て
補
撮
旧
せ
ら
れ

妙
な
る
支
障
を
來
さ
ざ
り
し
な
ら
ん
ご
思
は
る
れ
ご
も
、

兎
も
角
是
に
依
り
て
観
れ
ば
元
鋤
の
大
部
は
毎
年
歳
入
歳

出
の
爲
に
中
央
地
方
の
官
臆
ご
人
民
こ
の
問
を
往
復
し
年
・

中
民
聞
に
縛
超
し
て
交
易
に
役
立
ち
し
は
僅
に
其
一
部
分

に
過
ぎ
ざ
り
し
が
如
し
Q
而
し
て
此
民
間
の
砂
額
を
多
く

見
積
り
て
＝
一
百
萬
錠
位
ご
假
定
す
る
も
之
を
廣
荘
だ
る

國
土
、
影
多
な
る
人
事
磁
難
謙
）
に
捌
當
つ
れ
ば
、
李

均
一
入
鋤
一
貫
内
外
位
こ
な
る
べ
し
。
殊
に
武
篇
以
後
は

印
鋤
挙
額
に
し
て
歳
入
激
増
せ
し
が
故
に
、
民
間
に
流
布

す
る
こ
ご
更
に
少
く
、
且
前
に
引
き
し
薫
辛
の
言
中
に
は

比
年
縛
擾
を
與
へ
す
ご
い
ひ
て
、
融
瓶
の
澁
滞
せ
し
を
示



せ
る
故
、
世
闘
に
降
る
こ
ご
愈
城
ぜ
り
Q
か
、
る
計
解
法

は
甚
だ
粗
薙
に
し
て
褒
考
の
債
値
少
け
れ
ご
も
、
叉
以
て

民
潤
に
紙
鋤
の
多
か
ら
ざ
り
し
を
察
す
る
に
足
ら
ん
か
〇

　
二
、
銭
・
銀
の
使
用
。
銭
。
銀
が
賢
酒
の
通
貨
こ
し
て
實

際
に
酷
く
行
は
れ
し
は
、
ま
把
交
鋤
湿
滞
の
反
謹
な
り
。

元
代
に
銅
貨
を
鋳
造
せ
し
は
、
至
大
三
年
の
至
大
通
寳
大

元
通
箕
魏
↑
敷
）
、
至
正
＋
年
の
歪
逼
糞
即
）
の
蔑

に
限
り
、
し
か
も
共
に
錆
題
額
多
か
ら
す
し
て
薩
に
磨
止

せ
し
が
、
元
初
よ
り
民
聞
多
く
銅
銭
を
使
用
せ
し
・
と
は
世

遡
が
至
元
三
年
勅
し
て
私
市
せ
る
金
。
銀
・
銭
。
物
は
鋤
を

以
て
准
こ
な
さ
し
め
、
同
十
四
年
四
月
江
甫
銅
銭
を
行
肥

す
る
を
禁
じ
（
以
上
二
件
元
奥
世
職
本
紀
）
此
年
日
本
よ
り
商
人
を
遣
は
し

金
を
持
ち
家
り
て
銅
銭
に
易
へ
ん
こ
ざ
を
請
ひ
し
か
ば
之

を
許
し
続
鮫
レ
蜘
）
同
十
七
年
以
後
八
九
年
の
間
数
回
天
下

の
銅
銭
を
拘
牧
し
て
二
子
の
流
通
を
計
り
し
（
砺
織
）
等
に

て
閉
か
な
り
Q
次
で
成
宗
の
朝
に
も
薄
書
夫
は
『
歴
代
銅

銭
積
、
可
最
資
國
用
』
（
古
今
幣
挙
略
書
九
）
こ
い
ひ
、
武
宗
の
至

　
　
・
第
一
懸
　
叢
訊
　
元
代
妙
法
の
得
失
ご
其
結
果

大
銭
を
造
り
し
時
『
歴
代
銅
銭
、
悉
依
古
例
輿
至
大
銭
通
，

行
、
其
當
五
・
當
三
・
折
二
、
並
以
母
数
用
之
』
（
拝
聴
九
三
食
貨
砂
法
）
ご

定
め
、
仁
宗
即
位
至
大
四
年
の
詔
に
も

　
　
銭
雛
古
制
、
雑
用
不
同
○
比
者
爾
書
省
駈
螢
新
蕾
銅

　
　
銭
、
具
有
絡
数
。
鞘
寄
下
宿
藏
者
、
所
在
充
浴
、
不

　
　
可
勝
景
。
雌
知
事
使
用
便
干
民
、
然
雍
害
鋤
法
、
深

　
　
雲
影
計
。
（
元
典
章
二
〇
銭
法
）

ε
あ
b
、
至
正
十
年
新
貨
鋳
造
の
時
に
も
『
傍
鋳
至
正
肥

溜
銭
、
與
歴
代
銅
銭
、
並
用
以
實
黒
点
』
（
元
吏
九
七
食
貨
鈴
法
）
こ
い

へ
う
○
以
上
の
丈
中
に
歴
代
銭
こ
い
、
民
間
宿
藏
こ
い
へ

る
は
、
皆
唐
行
殊
に
宋
の
鋳
銭
に
し
て
北
宋
の
仁
宗
。
脚

宗
の
朝
な
ご
に
は
年
々
銭
二
三
百
萬
絡
を
鋳
造
せ
し
こ
ご

も
あ
扉
、
そ
れ
等
が
次
第
に
遼
金
日
本
等
に
流
入
し
て
日

常
の
蓮
貨
こ
な
り
し
程
な
れ
ば
、
本
塁
の
支
那
に
莫
大
な

る
残
存
あ
り
し
は
勿
論
に
し
て
、
宋
末
に
影
を
潜
め
し
も

交
曾
の
画
業
に
基
く
財
界
棄
働
の
爲
な
り
し
な
り
。
さ
れ

ば
元
代
に
肚
會
の
秩
序
快
復
す
る
ご
共
に
叉
多
く
世
に
覆

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
〇
七
　
（
四
九
四
）



第
一
巻
　
　
叢
　
設
　
　
元
代
紗
法
の
得
失
、
・
」
共
結
果

で
、
か
く
は
民
間
に
行
使
せ
ら
る
る
に
至
れ
り
○
而
し
て

．
元
代
銅
貨
梗
用
の
薄
闇
を
朋
示
せ
る
は
、
早
世
傑
が
成
田

大
徳
三
年
に
著
せ
る
算
學
啓
蒙
に
し
て
、
曝
書
は
三
窓
に

分
れ
二
百
五
十
九
の
練
習
問
題
を
掲
げ
た
る
が
、
金
、
銀

米
。
絹
よ
い
櫨
・
蜜
・
牛
。
羊
等
に
至
る
迄
人
民
の
日
常
生
活

に
關
係
淡
き
五
十
蝕
種
の
品
目
の
僚
格
を
銅
貨
に
て
表
は

し
働
に
て
示
せ
る
も
の
一
も
な
し
○
爾
詳
細
は
本
年
二
月

螢
行
の
．
歴
史
地
理
に
中
村
久
四
郎
學
士
の
「
算
學
啓
蒙
ご

元
代
の
偏
窟
」
ご
題
す
る
文
中
に
是
等
の
輩
儂
を
示
さ
れ

だ
れ
ば
こ
、
に
畢
げ
す
○
而
し
て
元
史
。
元
典
章
に
散
見
す

る
同
じ
野
猫
朝
の
働
に
よ
る
物
債
ご
此
書
の
銭
儂
ご
を
比

較
す
る
に
鋤
債
は
銭
償
の
十
一
倍
よ
り
二
十
四
倍
位
に
達

せ
り
。
夫
故
妙
の
相
蕩
は
銭
に
比
し
青
乃
至
、
西
位
な
り
し

か
ご
も
思
は
る
れ
ざ
、
世
事
は
夢
更
に
研
究
を
要
す
○

　
次
に
銀
は
宋
金
の
頃
よ
り
市
場
に
勢
力
を
得
摩
り
、
南

宋
の
光
宗
は
銀
を
以
て
絹
讐
代
納
す
る
を
許
し
（
雑
食
）

金
の
末
帝
劇
宗
の
，
時
民
間
但
だ
銀
を
以
て
黒
蜜
せ
し
が
、

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
〇
八
　
（
四
九
五
）

（
雛
細
八
）
元
初
に
至
り
密
々
共
形
勢
を
促
進
せ
し
か
ば
政

府
は
之
を
以
て
妙
儂
の
標
準
こ
な
し
、
支
那
本
部
の
外
遼

寧
、
高
麗
、
土
魯
干
等
に
も
之
を
求
め
て
毎
年
の
銀
課
数
萬
層

錠
に
達
し
、
朝
廷
の
用
度
及
び
弾
器
に
充
て
叉
戦
功
あ
り

し
將
士
に
分
着
せ
り
。
依
て
之
を
受
け
し
王
相
將
士
等
は

勿
論
貨
易
の
際
に
も
用
ひ
し
筈
な
る
が
叉
下
民
の
銀
を
使
■

ひ
し
は
元
史
籍
租
本
紀
中
統
三
年
七
月
の
條
に
甘
州
の
鱗

民
ご
成
都
の
無
職
者
に
銀
を
頒
肥
せ
し
に
依
て
知
ら
れ
、

世
業
は
至
貴
二
十
一
年
十
一
月
『
金
銀
島
民
閻
通
用
立
物
』
國

（垂

?
本
紀
）
こ
い
へ
り
。
さ
れ
ば
元
丁
銀
こ
て
重
さ
約
五
十
爾
な

る
銀
賃
は
盛
に
此
前
後
に
作
ら
れ
（
元
吏
一
七
〇
楊
混
傳
及
び
轍
款
春
巻
ご
九
）
同
時

に
金
も
露
分
市
場
に
用
ひ
ら
れ
て
、
糞
學
啓
蒙
に
は
片
謄
。

降
量
信
望
。
細
糸
。
去
年
の
如
き
高
便
な
る
も
の
の
値
を
金

銀
に
て
示
し
、
叉
銀
の
貸
備
月
利
何
分
な
ご
ご
記
せ
り
。

是
等
皆
金
銀
の
交
易
に
實
漉
せ
ら
れ
し
を
示
す
明
讃
な
る

が
、
か
く
し
て
金
銀
が
勢
力
を
得
．
れ
ば
砂
は
常
に
之
に
抑

座
せ
ら
る
る
傾
あ
る
が
故
に
、
政
府
は
民
間
金
銀
を
私
易
ハ



す
る
を
巌
禁
せ
し
が
劉
底
之
を
止
む
る
を
得
ざ
り
き
。
之

を
以
て
時
々
其
禁
を
解
き
し
こ
ご
あ
り
し
が
途
に
仁
宗
至

大
四
年
の
詔
に
は
『
樫
禁
金
銀
、
本
以
権
衡
憲
法
。
條
命

雌
設
、
其
償
唐
墨
、
民
主
富
麗
、
自
今
権
宜
開
悟
、
聴
從

予
冷
（
元
典
章
二
〇
砂
法
）
こ
い
ひ
全
美
勢
の
推
移
に
放
任
せ
り
。

之
よ
り
金
銀
は
盆
優
勢
こ
な
b
、
明
初
に
は
大
に
鋤
法
を

妨
げ
、
朋
の
中
世
に
は
全
く
寳
鋤
の
流
池
を
泄
止
せ
う
。

　
期
く
の
如
く
元
代
民
間
に
は
宋
銭
最
も
普
及
し
て
口
常

の
交
易
に
使
用
せ
ら
れ
、
襟
留
重
な
る
物
品
叉
は
酷
な
る

取
引
に
は
金
銀
を
以
て
せ
し
放
、
信
用
少
き
交
砂
は
比
較

的
人
民
の
實
際
纒
濟
ご
相
劇
壇
す
る
こ
ご
少
く
、
圭
こ
し

で
歳
鵠
入
の
下
戸
よ
り
政
府
ご
人
民
．
こ
の
間
を
往
復
せ
し

に
似
た
り
。
然
ら
ば
期
ち
元
代
の
貨
幣
経
濟
の
實
呪
は
趙

翼
が
二
十
二
史
単
記
恕
三
十
元
妙
の
條
に
、
『
堅
造
三
囲
、

欲
其
流
池
、
則
賦
税
不
得
不
股
妙
、
而
民
間
自
用
金
銀
。

則
實
者
常
在
下
、
而
虚
者
常
在
上
、
於
國
計
亦
何
補
哉
。
』
こ

い
へ
る
如
く
’
民
間
銭
を
用
ひ
し
を
説
か
ざ
れ
こ
も
）
、
一

半
　
一
巻
　
　
叢
　
訊
　
　
元
代
鈴
法
の
得
失
ご
其
結
果

種
不
可
思
議
な
る
重
力
の
作
用
を
経
七
草
に
戚
塾
せ
し
有

様
な
軌
き
。
故
に
鋤
法
の
失
敗
に
件
ふ
最
大
の
打
撃
を
蒙

り
し
は
、
之
を
薮
干
せ
し
政
府
自
身
に
し
て
、
爲
に
國
庫

は
常
に
匿
乏
し
そ
の
結
果
．
こ
し
て
重
賦
を
課
し
だ
れ
ば
、

人
民
は
寧
ろ
妙
法
の
失
敗
に
よ
る
此
間
接
の
簾
迫
を
大
に

苦
痛
こ
せ
し
も
の
、
如
し
〇

　
　
　
　
五

　
然
ら
ば
政
府
は
何
故
に
更
に
進
ん
で
朝
野
の
流
通
に
十

分
な
る
だ
け
の
墨
染
を
印
綿
し
て
銭
銀
を
簾
倒
し
、
根
本

の
政
策
π
り
し
変
妙
軍
貨
生
義
を
實
行
せ
ざ
り
し
か
ご
い

ふ
に
、
之
は
前
に
も
説
明
せ
る
如
く
交
砂
の
信
用
が
年
一

年
に
下
落
す
る
は
殆
ご
自
然
の
大
勢
に
し
て
、
到
底
回
復

す
べ
か
ら
す
、
爲
に
砂
法
の
改
正
を
鯨
儀
な
く
せ
ら
れ
し

こ
ご
三
四
回
に
及
び
し
程
な
れ
ば
、
更
に
数
倍
の
砂
を
印
・

造
す
る
も
盆
償
値
の
低
降
を
家
す
め
み
に
て
、
途
に
宋
金

の
末
路
ご
同
じ
運
命
に
逢
着
す
べ
か
り
し
を
以
て
な
り
○

故
に
政
府
は
消
極
的
の
乱
曲
策
こ
し
て
印
丸
額
の
制
限
を

鱈
ゆ
　
一
二
　
聴
伽
　
　
　
　
一
（
）
↓
ル
　
　
（
四
九
六
）



第
一
巻
　
　
叢
設
　
　
元
代
紗
法
の
得
失
亡
其
結
果

固
守
せ
り
。
次
に
は
叉
別
に
公
然
銅
妙
を
兼
用
し
て
鋤
の

虚
を
銭
の
實
も
て
補
ひ
雨
々
相
扶
く
る
乙
現
今
文
明
諸
山

の
如
く
な
ら
し
め
ば
如
何
。
之
は
文
案
も
既
に
考
へ
し
所

に
し
て
（
航
鍵
極
そ
の
後
に
も
熟
3
6
に
此
事
を
主
張
せ
し

入
あ
b
し
が
こ
の
兼
用
論
者
の
論
擦
は
大
抵
郷
学
夫
が

　
　
｝
期
歴
代
奮
銭
葵
、
可
塑
取
資
國
用
e
二
則
市
塵
交

　
　
易
、
三
家
貼
換
、
免
有
挑
儒
昏
燗
驚
顔
之
憂
〇
三
岳

　
　
國
之
所
出
蒲
砂
、
民
之
所
出
者
貨
、
翼
長
鉦
萬
計
、

　
　
國
不
可
以
得
民
貨
、
貨
以
塁
砦
計
、
民
不
可
以
得
國

　
　
鋤
、
若
使
崎
蟹
隈
翠
霞
銅
銭
、
則
釦
萬
尊
志
自
然
流

　
　
涌
…
、
当
惑
輿
艮
爾
乱
筆
計
乱
闘
（
古
今
澄
奉
祠
巻
九
）

こ
い
へ
も
の
を
主
こ
せ
り
。
是
洵
に
至
當
の
論
な
れ
ご
途

に
一
二
回
銭
を
作
り
し
の
み
に
て
縫
績
的
に
之
を
實
行
ず

る
に
至
ら
ざ
り
し
は
、
凡
そ
次
の
理
由
に
依
り
し
な
る
べ
・

し
。
蓋
し
銭
鋤
兼
用
す
る
に
於
て
は
馬
鐸
は
穫
本
位
よ
り

は
少
く
し
て
足
ら
ん
も
、
宋
代
よ
b
も
遙
に
慶
大
な
る
領

土
に
行
は
ん
に
は
薔
銭
の
み
に
て
は
不
足
な
り
。
さ
れ
ば

第
三
號
　
　
一
一
〇
　
（
四
九
七
）

年
々
若
干
の
銅
貨
を
鋳
造
す
べ
き
必
要
あ
れ
こ
も
、
そ
は

元
來
銅
が
豊
か
な
ら
ざ
る
上
、
元
朝
の
財
政
の
妖
侃
に
て

は
か
、
る
資
本
の
大
な
る
事
業
を
負
担
す
る
学
力
な
く
、

叉
若
し
奮
銭
の
み
を
用
ふ
る
か
、
少
許
の
増
鋳
に
て
足
る

こ
す
る
も
、
銅
貨
の
僑
造
ま
だ
頻
忠
す
べ
く
七
七
妙
の
比

債
が
時
ご
庭
ご
に
よ
り
複
雑
ご
な
り
、
人
民
殊
に
多
数
の

農
民
な
ざ
は
實
値
あ
る
銭
を
激
語
す
る
こ
ご
勿
論
な
る
を

以
て
黙
思
の
一
層
混
観
を
來
さ
ん
こ
ご
明
か
な
り
○
此
事

は
早
撃
が
至
大
四
年
の
詔
の
中
に
銭
に
つ
き
『
雛
崎
零
使

用
便
里
民
、
然
雍
害
薫
製
、
深
妨
國
計
』
（
元
典
章
二
〇
三
法
）
こ
い

へ
る
に
よ
り
て
も
知
ら
る
べ
く
、
粟
後
至
正
十
年
轟
ぴ
銭

法
を
實
施
せ
し
か
ご
砂
制
盆
壊
れ
、
頓
て
十
数
年
に
し
て

漫
録
途
に
絶
滅
せ
り
。

　
要
す
る
に
支
那
の
如
く
版
個
甚
だ
廣
大
に
し
て
地
方
に

よ
り
風
土
人
情
を
異
に
し
、
且
つ
一
般
の
智
力
今
織
幼
稗

に
し
て
雛
徳
心
の
久
し
く
癖
痺
せ
胤
國
家
に
於
て
、
官
民

相
互
の
信
用
に
基
ぐ
貨
幣
制
度
を
確
實
に
施
行
せ
ん
に
は



、
先
づ
申
央
政
府
の
基
礎
を
竃
固
に
し
て
政
命
の
普
及
を

計
り
、
然
る
後
着
々
積
年
の
宿
弊
を
一
掃
し
て
纒
瀦
界
の

秩
序
を
保
だ
ざ
る
べ
か
ら
す
。
是
實
に
至
難
の
事
業
に
し

て
、
斯
か
る
理
想
に
近
き
國
家
は
支
那
の
古
今
を
通
じ
て

一
も
建
設
せ
ら
れ
し
も
の
な
く
、
却
て
上
貼
に
て
は
年
ご

共
に
確
々
理
想
に
遠
ざ
か
り
習
弊
を
助
長
す
る
傾
あ
り
し

か
ば
、
支
那
貨
幣
史
が
途
に
失
敗
の
経
歴
を
繰
返
す
に
過

ぎ
ざ
り
し
は
蓋
黒
む
を
得
ざ
り
し
所
な
り
。
而
し
て
此
失

敗
が
特
に
駅
路
に
し
て
忍
野
の
生
じ
易
き
紙
幣
制
度
に
甚

し
か
り
し
は
ま
た
艶
然
の
理
に
属
す
○
即
ち
紙
幣
の
附
く

民
間
に
使
用
ぜ
ら
れ
し
隠
金
元
明
の
四
七
吾
年
間
（
黙

購
勤
棚
の
）
は
、
當
局
活
の
政
法
良
問
の
事
情
ご
に
依

も
て
多
少
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
黙
れ
も
之
が
鵜
に
苦
き

純
駿
を
嘗
め
し
が
、
就
中
宋
金
の
末
路
は
實
に
悲
惨
な
る

も
の
に
し
て
、
人
民
の
塗
炭
の
痛
苦
は
固
よ
り
、
國
家
滅

亡
の
内
的
原
因
も
之
を
以
て
最
大
こ
な
せ
り
。
之
に
反
し

明
朝
の
失
敗
は
全
く
清
極
的
に
し
て
、
そ
の
頃
鰻
の
勢
力

　
　
　
第
一
櫓
　
　
叢
　
訊
　
　
元
代
診
淡
の
得
失
ご
其
結
果

の
次
第
に
市
場
に
増
加
せ
し
ご
反
比
例
に
、
鋤
の
値
は
既

に
難
解
の
時
ま
り
下
落
し
て
恢
復
す
べ
か
ら
す
、
途
に
憲

宗
の
時
に
は
妙
一
貫
銭
一
文
に
直
る
能
は
ざ
る
に
至
れ
り

（明

j
八
一
食
貨
場
銭
妙
）
。
其
後
清
朝
に
て
も
順
治
、
盛
考
際
暫
時
砂

票
を
磯
翻
せ
し
か
ご
、
使
用
の
範
園
廣
か
ら
す
し
て
曾
て

徴
し
、
以
て
最
近
の
事
態
に
移
り
擦
れ
り
。
元
代
は
實
に

宋
金
ご
明
の
間
に
在
・
り
、
是
等
翌
朝
ご
異
り
て
殆
ざ
硬
貨

を
鋳
造
せ
す
、
交
砂
を
以
て
一
貫
す
る
主
義
を
直
行
し
た

る
が
．
其
鋤
法
は
前
述
の
如
く
幾
多
の
欠
隔
を
件
ひ
恥
く

民
間
に
流
縛
せ
ざ
り
し
か
ご
、
共
失
敗
π
る
や
決
し
て
根

本
的
に
呈
す
し
て
累
を
民
衆
に
及
ぼ
す
乙
少
く
、
爾
一
面

に
若
干
の
効
果
を
臨
め
得
π
り
し
は
、
支
那
以
外
の
諸
國

に
か
、
る
大
規
模
の
紙
幣
制
度
の
未
だ
行
は
れ
ざ
り
し
當

時
に
於
て
大
に
注
意
す
べ
き
ε
に
し
て
、
殊
に
．
高
麗
・
邊

羅
等
は
勿
論
波
斯
噂
印
度
に
ま
で
元
の
砂
法
が
多
大
な
る

影
響
を
興
へ
し
は
、
ま
π
世
界
交
明
史
上
に
て
顯
妙
な
る

事
蹟
柁
ら
す
ん
ぱ
あ
ら
ざ
る
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
第
三
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